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令和５年度決算の審議内容令和５年度決算の審議内容

　令和５年度は「人と環境の持続可能性への取り組みを推進する予算」に基づき、総合計画【ポストコ
ロナ編】の施策展開を踏まえ、「未来に向けてチャレンジできるまち」の実現を目指すものとして、特
にポストコロナ時代における社会変革を鑑み、SDGｓ及び DX 推進に対応した取り組みとなりました。
中でも、『未来チャレンジ事業』では、市職員の提案枠の新規事業に加え、高校生チャレンジ公募事
業も実施されました。戦略的かつ効果的なデジタル化による変革を推進させつつ、誰一人取り残され
ない、人に優しいデジタル化による、公平かつ多様な幸せが実現できるように取り組みました。

一般会計歳入総額  520億9,684万円
歳出総額  500億8,498万円

特別会計歳入総額   253億5,487万円
歳出総額   242億4,386万円

〇DXの開発にかかるコスト縮減を広域化によって目指してほしい。
〇システム開発や保守にお金がかかっていることはわかるが標準化には反対、自治体としての
独自施策を広げることがやりにくくならないか懸念がある。
〇技術職などの専門職採用が難航し通年採用を行っているが、公務員の魅力や掛川市の魅力
を伝える活動を強化してほしい。
〇行政としての公平性、予算金額の付け方が気になる点もある、多種多様な農業生産者への支
援の在り方や、松ヶ岡整備がふるさと納税に委ね過ぎなど配慮が必要である。
〇個別事業に大きな問題はないものの、中長期計画を立てていないため将来の目標が不明確
であり年次計画が必要である。
〇決算書の評価指標や成果と課題は次につなげられるように改めていく必要がある。

予算決算委員会における主な討議内容

※附帯決議を付けることで、施行についての意見や希望などを表明することができます。

予算決算委員会では、令和５年度掛川市一般会計歳入歳出決算の認定について
以下の附帯決議を可決しました。

附 帯 決 議附 帯 決 議
広域連携によるシステムの共通化や情報共有など、

コスト縮減を図ること

令和６年８月定例会 かけがわ 市議会だより 2



提言書の内容を市長へ説明

予算決算委員会　主な質疑予算決算委員会　主な質疑

予算編成ではバランスを重視してきたが、
防潮堤など市民の安心・安全に関わる投
資は、可能な限り行ってきたと考えている。

理事区長は、区長会連合会出席時
の連絡ツールに使用している割合が
高い。その他の区長の未利用者数
は把握している。

これまでは接種間隔が６か月で３回接種
だったが、特例措置として４か月で３回接
種が可能となるので、11月末までに１回
目を接種すれば公費負担が受けられる。 

スポーツ協会と文化財団に、公認クラブ
の運営を委託し、指導者の研修会や事
務的な業務を依頼している。

担い手の減少、部材単価や燃料費
の高騰で厳しい現状であるが、産地
の継続が大事であることから負担金
等で支援をしている。

財務体質は改善されてきている一
方、必要な投資が十分にされて
いなかったのではという懸念があ
るが、見解を伺う。

区長会連合会活動支援費について、情
報ツールとしてタブレットを自治区へ配
布した構想はよいが、行政として活用度
合いは把握しているのか。

個別接種事業費について、子宮頸が
ん予防ワクチンのキャッチアップ接種
が 9月末で終了するが、未接種者へ
の対策を講じるべきではないか。

部活動地域展開推進費について、管
理委託料 1700万円の詳細を伺う。

救急活動費について、機動日勤
救急隊 (仮 ) 導入の検討状況を
伺う。

果樹園芸農家等振興事業費について、本
市は全国でも有数のメロン産地であり、
品評会での評価が農家の意欲を向上させ
る。温室組合への支援の内容を伺う。

議会改革特別委員会　政策提言議会改革特別委員会　政策提言

　議会改革特別委員会では、令和
５年度から、より活発な議論がで

きる市議会になるよう調査研究を行ってきました。
　令和６年７月２日に予算・決算説明資料の書式
について、評価指標や過年度の比較等を行いやす
い書式を市議会として独自に作成し市当局に提言
しました。

QQQ

QQQ

QQQ

QQQ

QQQ

QQQ

AAA

AAA

AAA

AAA

日中の緊急を補完する部隊の設置や、人員
不足時の南消防署への救急隊の移動など、
多様な運用方法を考えている。

AAA

AAA

総 務 分 科 会

環 境 産 業 分 科 会

文 教 厚 生 分 科 会
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補正予算等の審議内容補正予算等の審議内容
令和６年度一般会計補正予算（第３号、第４号、第５号）の概要

　第３号は、6、7月の大雨災害に伴う施設修理及び災害復旧工事（農業用施設、横須賀城跡本丸東側斜面等）
と新型コロナワクチン定期接種化に伴う委託料等の追加のための補正予算です。
　第４号は、適正なごみ処理等啓発事業の委託料、たまり～なの空調設備改修工事費や原野谷学園小中一貫校
整備事業費の増額のための補正予算です。
　第５号は、台風10 号に伴う施設修理及び災害復旧工事（板沢最終処分場、森林果樹公園、農業施設、河川道
路等）および、粟ヶ岳トイレ整備事業費補助金追加の補正予算が急きょ組まれました。

補 正 額

補正後の予算額

（第３号）  ３億３，７４６万円
（第４号） ５，７９４万円
（第5号） ５億６，３７８万円

 ５７７億３，２５３万円

補正第３号

補正第４号

65歳以上及び60歳から64歳までの重症化リ
スクの高い方への新型コロナワクチン定期接種
の委託料等の追加

主
な
質
疑

QQQ

AAA

予防接種事業費について、今回の接
種助成対象外の方は、接種可能か。
接種希望者は任意接種として接種可
能である。全て自己負担となる。

予防接種事業費予防接種事業費 2億 204万円2億 204万円  

たまり～な屋内遊び場の開業予定時期が早まり、
再整備事業の整備工事と空調設備の施工を同工
期内で行うための改修工事費

QQQ

AAA

16台の空調設備改修工事費の
追加は、屋内遊び場だけのも
のか伺う。
屋内遊び場の整備区域と同じ系
統で稼働する周りの室外機も改
修する。

主
な
質
疑

22世紀の丘公園管理費22世紀の丘公園管理費 増増 
5，800万円5，800万円  

消防団再編に伴う消防指
令システムの開発費、分
団センターの看板やポン
プ車両に係る改修費

6月28日及び7月16日の大雨等により多数の
公共施設等が被災したため、施設修理等の災害
復旧費

AAA

QQQ 消防団再編に当たり、対象の分団や地域の評価は
どうなのか。また、その評価をどのように受け止め
ているのか伺う。
第1期の大東・大須賀区域と中山間地域対象の分
団では、昨年説明し理解を得ている。第 2期の中
心市街地の再編については、地域と協議を重ね進め
ていく予定である。

主
な
質
疑

QQQ

AAA

農業施設災害復旧事業費及び林業施設災害復旧
事業費について、今回の補正予算は崩土の除去だ
けか、擁壁工事などは含まれてい
ないか。
それぞれの箇所により対応するが、
基本は現状復旧工事のみである。

主
な
質
疑

消防団活動費 消防団活動費 増増 1，26６万円1，26６万円  

大雨災害に伴う施設修理及び大雨災害に伴う施設修理及び
災害復旧工事災害復旧工事 1億3，542万円1億3，542万円  

QQQ

AAA

耐力度診断について、原野谷学園小中一貫校の建
設地の地元合意が得られていない状況の中で、補
正予算を急ぐ必要があるのか。
国庫補助の対象とするため、建設地についての地元
合意が得られたら、速やかに実施できるよう本定例
会で予算化したい。

主
な
質
疑

小中一貫校建設における国庫補
助要件となる耐力度調査を行う
ための調査委託料

原野谷学園小中一貫校原野谷学園小中一貫校
整備事業費整備事業費 増増 923万円923万円  
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人
事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 請

願
訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改
定を早急に行うことを国に働きかけることを求める請願書

予

算

令和６年度掛川市一般会計補正予算（第３号）について
令和６年度掛川市一般会計補正予算（第５号）について
令和６年度掛川市国民健康保険特別会計補正予算（第
１号）について
令和６年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計補正
予算（第１号）について
令和６年度掛川市介護保険特別会計補正予算（第１号）
について
令和６年度掛川駅周辺施設管理特別会計補正予算（第
１号）について
令和６年度東山財産区特別会計補正予算（第１号）について

議

発

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬の見直しを求
める意見書
地震財特法の延長に関する意見書
ＧＩＧＡスクール構想による一人一台端末や通信環境の整
備・維持、ＩＣＴを活用した教育の振興のため、恒常的な国
の支援策創設に関する意見書

そ
の
他

公の施設の指定管理者の指定について（掛川市二の丸
美術館）
公の施設の指定管理者の指定について（掛川市ステンド
グラス美術館）
令和５年度掛川市水道事業会計剰余金の処分について

報
告

健全化判断比率の報告について
資金不足比率の報告について

決

算

令和５年度掛川市公共用地取得特別会計歳入歳出決
算の認定について
令和５年度掛川駅周辺施設管理特別会計歳入歳出決
算の認定について
令和５年度大坂・土方工業用地整備事業特別会計歳入
歳出決算の認定について
令和５年度上西郷財産区特別会計歳入歳出決算の
認定について
令和５年度桜木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度東山財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度佐束財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度倉真財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度掛川市水道事業会計決算の認定について
令和５年度掛川市簡易水道事業会計決算の認定について
令和５年度掛川市公共下水道事業会計決算の認定について
令和５年度掛川市農業集落排水事業会計決算の認定に
ついて
令和５年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業会計決
算の認定について
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令和６年度掛川市一般会計補正予算（第４号）
について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

掛川市国民健康保険条例の一部改正について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

掛川市都市公園条例の一部改正について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

静岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更に
ついて ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

公の施設の指定管理者の指定について（掛川
市生涯学習センター） ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

公の施設の指定管理者の指定について（掛川
市美感ホール） ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

公の施設の指定管理者の指定について（掛川
市文化会館シオーネ） ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和５年度掛川市一般会計歳入歳出決算の認
定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和５年度掛川市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和５年度掛川市後期高齢者医療保険特別会
計歳入歳出決算の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

令和５年度掛川市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

「認第１号　令和５年度掛川市一般会計歳入
歳出決算の認定について」に対する附帯決議 ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ × × ◯◯ ◯◯ ◯◯

議員名

議案名

＊議長（松本  均）は、採決には参加しません  ＊SKK▶市民派・公明倶楽部　共産▶日本共産党議員団　共掛▶共に創る掛川　志▶志誠会

■賛否の分かれた議案 （賛成多数可決）　　○○賛成　×反対

■全会一致で可決・認定・同意・受理・採択

審議の結果、決算を17件、予算を８件、条例を２件、その他を7件、人事を１件、
報告を２件、請願を１件、議発を４件可決しました。

８月定例会における審議結果一覧８月定例会における審議結果一覧８月定例会における審議結果一覧
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国へ意見書を提出国へ意見書を提出

市議会役職の変更市議会役職の変更
　８月30日の本会議において、山本裕三議長の議長辞職及び議員辞職が許可され、松本均議員が議長に　８月30日の本会議において、山本裕三議長の議長辞職及び議員辞職が許可され、松本均議員が議長に
選出されました。また市議会役職について、以下のとおり変更がありました。選出されました。また市議会役職について、以下のとおり変更がありました。
　議会運営委員会委員長に藤澤恭子議員、副委員長に山田浩司議員が選出されました。　議会運営委員会委員長に藤澤恭子議員、副委員長に山田浩司議員が選出されました。
　組合議員については、掛川市・袋井市病院企業団議員に富田まゆみ議員が選出されました。東遠学園組　組合議員については、掛川市・袋井市病院企業団議員に富田まゆみ議員が選出されました。東遠学園組
合議員、東遠地区聖苑組合議員、掛川市・菊川市衛生施設組合議員、小笠老人ホーム施設組合議員及び東合議員、東遠地区聖苑組合議員、掛川市・菊川市衛生施設組合議員、小笠老人ホーム施設組合議員及び東
遠工業用水道企業団議員に松本均議長が選出されました。遠工業用水道企業団議員に松本均議長が選出されました。

　

こ
の
度
、
８
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

第
15
代
掛
川
市
議
会
議
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

掛
川
市
は
、
少
子
高
齢
化
や
空
き
家

対
策
、
地
震
や
台
風
・
防
災
対
策
、
子

育
て
、
教
育
の
充
実
や
学
校
再
編
、
産

業
の
活
性
化
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
掛
川
市
が

活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安
全
で
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
全
市
民
と
行
政
と
議
会
の
一
致

し
た
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、
市
政

発
展
の
た
め
に
全
力
で
市
民
の
声
を

し
っ
か
り
と
拝
聴
し
、
当
局
と
議
論
を

重
ね
る
と
と
も
に
、
英
知
を
結
集
し
て

課
題
解
決
に
努
め
、
市
民
に
ま
す
ま
す

信
頼
さ
れ
る
議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

議　長
松 本 　 均

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬の見直しを求める意見書
１ 訪問介護費の基本報酬の引き下げを撤回すること
２ 介護報酬の制度設計を見直し、事業規模や地域の実態にあう再改定を早急に行うこと

地震財特法の延長に関する意見書
地震対策緊急整備事業計画の根拠となっている「地震防災対策強化地域における地震対策緊
急整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」を延長するよう強く要望する。

ＧＩＧＡスクール構想による一人一台端末や通信環境の整備・維持、ＩＣＴを活用した
教育の振興のため、恒常的な国の支援策創設に関する意見書
１ 一人一台端末（タブレット端末）の恒常的な整備・修繕・更新に関する国の財政支援措置を
　 継続的に講じること
２ 学習ソフトウェア・ハードウェアの購入およびアップグレードに係る経費の補助制度を拡充
　 すること
３ 通信費に対する財政支援措置を拡充すること

掛川市議会では、令和６年９月30日に以下の意見書の提出について全会一致で可決しました。

■文教厚生委員会が全会一致で採択 ■環境産業委員会が賛成少数で不採択

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き
上げの再改定を早急に行うことを国に働きかけ
ることを求める請願書

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を
求める意見書」の採択を求める陳情書
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こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
機
能
集

約
型
が
理
想
で
は

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
を
切
れ
目

な
く
、
一
体
的
、
包
括
的
に
支
援

す
る
体
制
強
化
を
図
る
に
は
、
当
事
者
の

目
線
や
気
持
ち
に
寄
り
添
う
た
め
に
、
分

散
型
で
は
な
く
機
能
集
約
型
が
理
想
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

セ
ン
タ
ー
を
一
体
型
に
し
、
相
談

窓
口
の
集
約
化
を
検
討
す
る

令
和
６
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た

「
掛
川
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
相
談

や
支
援
を
行
い
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
保
護
者
や
生
活
の

課
題
に
も
対
応
し
て
い
る
。
市
民
の
要
望

に
応
え
る
た
め
掛
川
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
一
体
型
に
し
、
子
ど
も
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
集
約
化
を
検
討
し
て
い
る
。

乳
幼
児
健
診
を
５
歳
児
に
も
実
施

す
べ
き言

語
の
理
解
能
力
や
社
会
性
が
高

ま
り
、
発
達
障
害
が
よ
り
認
知
さ
れ

る
時
期
で
も
あ
る
５
歳
児
に
対
し
て
も
健

診
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。県

や
医
師
会
等
と
協
力
し
健
診
実

施
や
体
制
整
備
を
検
討
す
る

国
で
、
個
々
の
発
達
を
早
期
に
把

握
し
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
「
５
歳
児
健
康
診
査
支
援
事
業
」
が

創
設
さ
れ
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
掛
川
市
で
は
５
歳
児
健
診
を
有

効
と
考
え
て
い
る
た
め
、
今
後
は
県
や
医

師
会
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
健
診
実

施
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
を
検

討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
防
災
力
を
高
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
民
派
・

公
明
倶
楽
部

窪
野
愛
子

窪
野
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

原
野
谷
学
園
小
中
一
貫
校
の
今
後

は
原
野
谷
学
園
小
中
一
貫
校
は
、
市
と

し
て
原
野
谷
中
学
校
敷
地
へ
の
建
設

を
決
定
し
た
が
、
原
谷
地
区
か
ら
原
谷
小

学
校
敷
地
へ
の
建
設
を
求
め
る
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。
地
域
の
同
意
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

原
谷
地
区
に
市
長
が
直
接
説
明
へ

伺
う
提
案
を
し
て
い
る

学
校
再
編
の
推
進
に
は
、
保
護

者
、
区
長
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
等
の
地
域
を
代
表
す
る
組
織
の
同
意
が

必
要
だ
と
考
え
る
。
検
討
委
員
会
に
は
、

地
域
組
織
の
代
表
者
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
検
討
を
重
ね
、
要
望
が
あ
っ
た
早
期

着
手
の
条
件
を
満
た
し
て
い
た
と
認
識
し

て
い
る
。
今
回
の
要
望
に
は
、
市
長
自
ら

が
直
接
原
谷
地
区
に
説
明
に
伺
う
提
案

を
し
て
い
る
。

基
本
設
計
と
実
施
設
計
を
一
括
発

注
す
る
考
え
は

小
中
一
貫
校
は
、
一
校
あ
た
り
数

十
億
円
の
建
設
費
が
想
定
さ
れ
る

事
業
で
あ
る
。
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の

た
め
、
基
本
設
計
と
実
施
設
計
を
一
括
発

注
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

コ
ン
セ
プ
ト
や
工
事
の
品
質
が
担

保
さ
れ
れ
ば
可
能
と
考
え
る

基
本
設
計
は
、
地
元
と
市
の
イ

メ
ー
ジ
を
共
有
化
す
る
た
め
、
住

民
や
施
設
利
用
者
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、

大
ま
か
な
仕
様
を
決
め
る
。
実
施
設
計

は
、
基
本
設
計
を
基
に
、
業
者
が
ス
ム
ー

ズ
に
着
工
で
き
る
よ
う
詳
細
に
設
計
す

る
。
小
中
一
貫
校
建
設
で
の
一
括
発
注

は
、
コ
ン
セ
プ
ト
作
り
の
プ
ロ
セ
ス
が

確
実
に
担
保
さ
れ
、
か
つ
公
共
工
事
の

品
質
が
適
切
に
確
保
さ
れ
れ
ば
可
能
と

考
え
る
。

新
し
い
風

嶺
岡
慎
悟

嶺
岡
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

A

A

Q

Q

A

A
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子
ど
も
た
ち
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

更
新
を市

内
の
小
中
学
生
に
一
人
一
台
端

末
が
貸
与
さ
れ
５
年
が
経
過
し
、

更
新
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
人
一

台
端
末
の
次
期
更
新
に
向
け
た
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
８
年
度
か
ら
確
実
に
５
年
間

使
用
で
き
る
よ
う
更
新
し
て
い
く

令
和
７
年
度
に
端
末
調
達
と
設
定

作
業
を
完
了
し
、
令
和
８
年
度
か

ら
次
期
端
末
の
使
用
を
計
画
し
て
い
る
。

端
末
は
共
同
調
達
会
議
、
周
辺
機
器
等

は
自
治
体
ご
と
に
調
達
す
る
流
れ
で
あ

る
。
一
人
一
台
端
末
は
多
様
な
学
び
を

支
援
す
る
重
要
な
ツ
ー
ル
の
た
め
、
令

和
８
年
度
か
ら
確
実
に
５
年
間
使
用
で

き
る
よ
う
更
新
し
て
い
く
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
人
材
の
登
用
を

現
在
、
市
役
所
で
は
様
々
な
専
門
分

野
の
外
部
人
材
を
登
用
し
て
い
る
。

職
員
が
情
報
収
集
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、

市
役
所
全
体
で
デ
ー
タ
に
基
づ
く
事
業
推

進
を
図
る
た
め
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門

に
特
化
し
た
外
部
人
材
の
登
用
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
う
。

経
営
戦
略
に
従
い
積
極
的
に
登
用

す
る

掛
川
市
で
は
副
市
長
を
は
じ
め
10

人
ほ
ど
の
外
部
人
材
が
、
市
の
経

営
戦
略
に
基
づ
き
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

専
門
的
知
識
と
経
験
を
駆
使
し
た
経
営

戦
略
を
組
み
立
て
る
こ
と
で
、
必
要
な
業

務
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
行
で
き
る
。

外
部
人
材
を
積
極
的
に
登
用
し
、
よ
り

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
、
職
員

の
意
識
高
揚
お
よ
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に

令
和
８
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮
称
）」

は
、
生
後
６
ヶ
月
か
ら
３
歳
未
満
児
や
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
も
利
用
で
き
る
が
、

保
育
士
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

お
仕
事
応
援
相
談
会
等
に
よ
り

保
育
士
確
保
に
努
め
る

余
裕
活
用
型
を
基
本
に
制
度
運
営

を
検
討
し
て
お
り
、
現
在
従
事
し

て
い
る
保
育
士
の
範
囲
内
で
実
施
可
能
で

あ
る
。
保
育
士
確
保
が
必
要
な
場
合
は
、

市
内
の
保
育
施
設
と
保
育
士
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
お
仕
事
応
援
相
談
会
や
就
職
応

援
資
金
貸
付
制
度
を
活
用
す
る
。
ま
た
、

長
期
的
な
保
育
士
確
保
の
た
め
、
高
校
生

を
対
象
と
し
た
「
乳
幼
児
ふ
れ
あ
い
体
験
」

を
実
施
し
、保
育
士
希
望
の
醸
成
を
図
る
。

安
全
・
安
心
な
通
学
路
の
整
備
を

学
校
再
編
に
向
け
た
通
学
路
の
整
備

に
あ
た
り
、
車
優
先
で
は
な
く
、
歩

行
者
や
自
転
車
優
先
の
整
備
を
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

各
団
体
や
関
係
者
と
連
携
し
、
利

便
性
や
安
全
性
の
向
上
に
努
め
る

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
視
点

に
立
ち
、
交
通
事
故
の
リ
ス
ク
を

低
減
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

候
補
地
選
定
の
段
階
か
ら
教
育
委
員
会

と
連
携
し
、
地
域
の
関
係
者
や
公
安
委
員

会
と
情
報
共
有
を
図
り
、
整
備
方
法
を

検
討
す
る
等
、
通
学
路
の
利
便
性
や
安
全

性
の
向
上
に
努
め
る
。

創
世
会

石
川
紀
子

創
世
会

山
田
浩
司

山
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

石
川
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

児童生徒用予備端末と指導者用端末
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学
校
再
編
は
地
域
の
実
情
を
反
映

さ
せ
て
柔
軟
に

人
口
動
態
も
不
透
明
な
中
、
長
寿

命
化
や
段
階
的
再
編
、
小
中
分
離

型
な
ど
柔
軟
な
選
択
肢
を
視
野
に
入
れ
、

地
域
合
意
を
前
提
に
地
域
に
根
ざ
し
た
学

校
再
編
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

望
ま
し
い
教
育
環
境
に
早
期
に
移

行
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く

既
存
の
中
学
校
区
を
基
本
に
、
地

域
と
の
話
し
合
い
で
再
編
を
進
め

て
い
く
。
小
中
一
体
校
に
固
執
せ
ず
、
統

合
や
再
編
を
組
み
合
わ
せ
る
予
定
で
、
再

編
が
後
年
次
と
な
る
学
校
施
設
は
「
掛

川
市
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
と
再

編
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
工

事
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

命
と
健
康
を
守
る
た
め
低
所
得
世

帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
助
成
を

身
の
危
険
を
感
じ
る
夏
の
暑
さ
で

熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
が
相
次

い
だ
。
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
、

エ
ア
コ
ン
の
な
い
低
所
得
世
帯
へ
の
設
置

助
成
を
市
の
責
任
で
行
え
な
い
か
。

国
に
支
援
制
度
の
創
出
を
求
め
て

い
く

現
在
、
低
所
得
世
帯
へ
の
助
成
制

度
は
考
え
て
い
な
い
。
過
去
に
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
に
給
付
金

を
支
給
し
て
い
る
。
熱
中
症
対
策
は
国

全
体
の
問
題
の
た
め
、
新
た
な
支
援
制
度

の
創
出
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・「
掛
川
市
こ
ど
も
計
画
」
を
実
効
性
の

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
よ
る

地
域
防
犯
力
の
向
上
を

市
内
小
中
学
校
の
通
学
路
を
点
検

し
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
効
果
的
と
認
め

ら
れ
る
場
所
に
計
画
的
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
地
域
防
犯
力
の
推
進
が
図
ら
れ
る
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

必
要
性
が
高
い
箇
所
へ
設
置
を
促

し
て
い
く

通
学
路
点
検
で
現
地
確
認
を
行

い
、
交
通
安
全
上
危
険
と
思
わ
れ

る
箇
所
を
抽
出
し
、
対
策
が
必
要
か
確
認

し
て
い
る
。
今
後
は
、
防
犯
の
視
点
か
ら

の
危
険
箇
所
も
抽
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。
必
要
性
が
高
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
に
対
し
て
設
置
を
促
す
。

宅
配
便
の
再
配
達
を
減
ら
し
て

「
環
境
日
本
一
」
の
ま
ち
へ

市
民
の
宅
配
便
の
再
配
達
を
減
ら

す
意
識
を
高
め
る
上
で
、
宅
配
ボ
ッ

ク
ス
の
購
入
補
助
や
置
き
配
専
用
バ
ッ
グ

の
無
償
配
布
が
防
犯
対
策
も
含
め
有
効
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
民
に
宅
配
業
界
の
現
状
を
知
っ

て
も
ら
う
啓
発
を
行
っ
て
い
く

市
民
に
物
流
業
界
の
人
手
不
足
や

宅
配
業
界
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
知
っ
て
も
ら
う
な
ど
の
啓
発
を
行
い
、

市
民
の
再
配
達
を
減
ら
す
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
補
助

制
度
等
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党

議
員
団

勝
川
志
保
子

創
世
会

安
田
　
彰

安
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

勝
川
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

通学の仕方も大切な課題

防犯カメラの設置を知らせる看板
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希
望
す
る
全
中
学
生
が
ク
ラ
ブ

活
動
に
参
加
で
き
る
保
障
を

令
和
８
年
８
月
の
中
学
校
部
活
廃
止

を
受
け
、
発
足
す
る
地
域
ク
ラ
ブ
の

種
目
数
、
活
動
単
位
の
数
や
受
け
入
れ
可

能
人
数
は
、
子
ど
も
た
ち
の
希
望
を
満
た

す
数
と
な
る
の
か
伺
う
。

適
正
な
数
の
ク
ラ
ブ
を
創
設
す
る

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
を
合
わ

せ
公
認
地
域
ク
ラ
ブ
は
39
ク
ラ
ブ

あ
る
。
さ
ら
に
創
設
予
定
の
32
ク
ラ
ブ

に
加
え
、
申
請
中
の
公
認
地
域
ク
ラ
ブ

も
あ
り
、
多
種
多
様
な
子
ど
も
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
準
備
を
し
て
い
る
。
中
学

生
を
受
け
入
れ
る
ク
ラ
ブ
数
は
現
時
点

で
は
満
た
し
て
い
る
と
思
う
が
、
９
月

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
、
適

正
な
ク
ラ
ブ
数
を
決
定
し
、
子
ど
も
の

居
場
所
と
も
な
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
を
創

設
す
る
。

生
ご
み
を
有
効
利
用
す
る
具
体
的

な
施
策
確
立
を

生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
に
つ
い

て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

を
し
た
ま
ち
と
し
て
、
有
機
肥
料
や
堆
肥

と
し
て
活
用

し
、
農
業
と

の
協
働
を
す

べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解

を
伺
う
。

農
業
・
環
境
両
面
で
の
研
究
を
進

め
て
い
く

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
「
お
む

つ
リ
サ
イ
ク
ル
・
ご
み
減
量
推
進

会
議
」
か
ら
、
資
源
を
再
生
産
す
る
仕

組
み
の
構
築
に
つ
い
て
提
言
を
受
け
、
有

機
農
業
で
の
活
用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
資
源
化
手
法
は
、
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
に
よ
る
液
肥
生
産
や
堆
肥

化
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
農
業
に
お
け
る

需
要
、
販
路
の
確
保
、
処
理
コ
ス
ト
等
の

課
題
が
あ
り
、
農
業
と
環
境
両
面
で
の
研

究
を
し
て
い
く
。

子
ど
も
が
主
体
的
に
危
機
管
理
意

識
を
持
つ
た
め
に

マ
ン
ネ
リ
化
や
形
骸
化
し
が
ち
な

防
災
訓
練
に
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
考
え
行
動
で
き
る
訓
練
を
取
り
入

れ
る
べ
き
で
は
。

子
ど
も
た
ち
の
主
体
性
を
持
た
せ

た
訓
練
を
お
願
い
し
て
い
く

防
災
訓
練
は
、
災
害
の
想
定
と
継

続
が
大
事
で
あ
り
、
訓
練
を
繰
り

返
し
行
う
こ
と
で
素
早
く
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
し
か
し
、
訓
練
内
容
の
マ
ン

ネ
リ
化
を
耳
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、今
後
、

各
自
主
防
災
会
が
考
え
る
訓
練
項
目
に
、

子
ど
も
た
ち
が
主
体
性
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
内
容
の
追
加
を
お
願
い
す
る
。

通
学
時
の
熱
中
症
対
策
は

児
童
生
徒
の
通
学
時
の
熱
中
症
対

策
は
十
分
か
伺
う
。

水
分
補
給
を
し
な
が
ら
登
下
校
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る

市
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、

「
熱
中
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
し
、
登
下
校
時
の
帽
子
の
着
用
や

日
傘
の
使
用
等
、
様
々
な
対
策
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
必
ず
水
筒
を
持
参
さ
せ
、

水
分
補
給
を
行
い
な
が
ら
登
下
校
す
る
こ

と
を
指
導
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
熱
中
症

指
数
や
暑
さ
指
数
で
危
険
と
認
め
た
場

合
に
は
、
下
校
時
間
を
検
討
し
、
安
全

を
確
認
し
て
下
校
さ
せ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
掛
川
市
の
多
文
化
共
生
の
充
実
に
つ
い

て

新
し
い
風

藤
澤
恭
子

日
本
共
産
党

議
員
団

大
井
　
正

大
井
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

藤
澤
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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誰
も
が
同
一
の
正
し
い
災
害
情
報

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

災
害
情
報
の
発
出
は
、
高
齢
者
、

外
国
人
、
ろ
う
あ
者
等
も
不
安
な

く
行
動
に
移
せ
る
情
報
発
信
が
重
要
で
あ

る
。
同
報
無
線
と
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
工

夫
や
多
言
語
化
も
必
要
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
複
数
の
手
段

で
情
報
発
信
を
し
て
い
る

災
害
時
は
、
す
べ
て
の
方
へ
情
報

を
届
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
多

様
な
言
語
へ
の
互
換
性
を
備
え
た
発
信

や
、
同
一
情
報
を
複
数
手
段
で
発
信
す
る

必
要
が
あ
る
。
現
在
、
掛
川
市
在
住
外

国
人
の
国
籍
上
位
10
か
国
語
へ
の
翻
訳
機

能
を
備
え
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導

を
基
本
と
し
、
同
報
無
線
放
送
や
各
種

S
N
S
で
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
積

極
的
に
進
め
る
べ
き

円
滑
な
授
業
運
営
の
た
め
に
、
日

本
語
習
得
の
不
完
全
な
児
童
生
徒

へ
の
支
援
策
と
し
て
「
母

国
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
個
別
授
業
」
は

非
常
に
有
効
で
、
積
極

的
に
導
入
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

試
験
運
用
か
ら
課
題
を
把
握
し
、

導
入
を
検
討
し
て
い
く

日
本
語
が
上
達
す
る
ま
で
の
学
習

支
援
と
し
て
「
母
国
語
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
個
別
授
業
」
の
試
験
運
用

を
、
９
月
下
旬
か
ら
委
託
先
や
学
校
と

の
調
整
後
、
順
次
市
内
４
校
を
め
ど
に

実
施
予
定
で
あ
る
。
先
進
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
た
め
、
試
験
運
用
の
中
で
課
題
を

把
握
し
改
善
等
を
図
り
、
積
極
的
な
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
学
校
再
編
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
展
開
に
お
け
る

困
窮
家
庭
へ
の
支
援
は

受
益
者
負
担
を
強
い
る
場
合
は
、
公

的
サ
ー
ビ
ス
と
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス

が
重
要
で
あ
る
。
誰
も
が
等
し
く
地
域
ク

ラ
ブ
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
困
窮
家
庭

の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

就
学
援
助
の
適
用
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
る

今
冬
に
地
域
ク
ラ
ブ
就
学
援
助

検
討
会
議
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
経
済
的
な
理
由
で
、
本
人
が
望
む

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
を
諦
め
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
就
学
援
助
の
適
用
に
つ
い

て
も
協
議
を
進
め
て
い
る
。

中
山
間
地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
た

総
合
的
な
施
策
の
推
進
は

中
山
間
地
域
の
土
砂
災
害
防
止
機

能
等
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
掛
川

市
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
も
、
総
合

的
な
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
併

せ
準
備
を
進
め
る

中
山
間
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
は
、
地
域
の
主
体
性
を
尊
重

し
、
地
域
住
民
の
意
見
を
集
約
す
る
必

要
が
あ
る
。
中
山
間
地
域
の
課
題
解
決

に
は
様
々
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
お
り
、
総
合
的
な
指
針
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
令
和
７
年
度
の
辺
地
総
合
整

備
計
画
の
策
定
に
併
せ
て
準
備
を
進
め

る
予
定
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
障
が
い
者
歯
科
医
療
の
重
要
性
に
つ
い

て

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

創
世
会

橋
本
勝
弘

橋
本
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

富
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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※この市議会だよりは、FSC®認証用紙を使用しています。
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おもな内容おもな内容

第 号

令和 6年 11月1日令和 6年 11月1日 令和6年８月
定例会の内容を
お知らせします。

令和6年８月
定例会の内容を
お知らせします。

P7

令和6年11月1日令和6年11月1日
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　昨
年
度
の
決
算
審
査
も
行
な
わ
れ
た
議
会
。

膨
大
な
市
役
所
の
仕
事
が
ど
ん
な
ふ
う
に
行
な

わ
れ
た
の
か
。
来
年
度
に
生
か
す
総
括
で
あ
る
決

算
に
議
会
と
し
て
も
向
き
合
い
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
思
い
は
反
映
さ
れ
、
要
望
は
実
現
で
き

た
で
し
ょ
う
か
。
議
会
を
通
し
て
市
政
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
　

委
員
長
　
勝
川
志
保
子

議員研修会議員研修会

編
集

後
記

今号の表紙　今号の表紙は、静岡県立掛川特別支援学校
今駒勇斗さん、佐藤 昊さんの作品です。
　「二人でそれぞれ題字とキャラクターをデ
ザインし、合成しました。題字は、掛川茶を
イメージして描きました。マンホールの周り
にいるのは、お茶の妖精です。」

　今号の表紙は、静岡県立掛川特別支援学校
今駒勇斗さん、佐藤 昊さんの作品です。
　「二人でそれぞれ題字とキャラクターをデ
ザインし、合成しました。題字は、掛川茶を
イメージして描きました。マンホールの周り
にいるのは、お茶の妖精です。」

　
質
問
す
る
議
員
と
内
容
に
応

じ
て
議
会
の
傍
聴
に
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
時
間
内
で
質
問
し

納
得
で
き
る
回
答
が
得
ら
れ
て

い
る
か
、
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　
30
分
と
い
う
質
問
の
時
間
を

活
か
す
に
は
、も
う
少
し
課
題
を

傍 聴 席

今駒勇斗さん
こんまゆうと

佐藤  昊さん
さとう　そら

秋葉路区域マンホールのふた

  2日（月）9:00 ○文教厚生分科会、文教厚生委員会
  3日（火）9:00 ○環境産業分科会、環境産業委員会
  4日（水）9:00 ○総務分科会、総務委員会
11日（水）9:00 ○予算決算委員会
17日（火）9:30 ○本会議
　　　　　　　（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）

17日（金）9:00 ○全員協議会

※10月7日現在の予定です。今後変更される可能性があります。

  5日（火）9:00 ○全員協議会
13日（水）9:30 ○本会議（開会、議案の提案説明）
25日（月）9:00 ○本会議（会派代表質問）
26日（火）9:00 ○本会議（一般質問）
27日（水）9:00 ○本会議
　　　　　　　（一般質問、議案質疑～委員会付託）
 本会議終了後　○予算決算委員会

今後の議会予定今後の議会予定

限
定
し
て
市
側
の
誠
意
あ
る
回

答
を
求
め
た
方
が
良
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　
質
問
が
多
岐
に
渡
る
と
、
持

ち
時
間
の
少
な
さ
で
問
題
点
が

分
散
し
回
答
も
通
り
一
遍
で
終

わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。榛

葉
勝
明
（
満
水
区
）

掛川市議会では議員の能力向上
を図るため、議員研修を行って
います。

　令和６年７月18日、静岡県市町議会議員研修会では、経
済ジャーナリスト・作家の渋谷和宏氏から、コロナ後に輝く
地域・リーダーの条件について講演を聞きました。
　令和６年７月31日、第18回東遠議員交流フォーラム研修
会では、関東経済産業局地域経済部企業立地支援課及び静
岡県経済産業部政策管理局産業政策課から、地域未来投資
促進法について講演を聞き、他市議会と意見交換等を行い
ました。
　令和６年８月９日、掛川市議会議員研修会では、（株）あら
まほし代表取締役の戸田佑也氏から、プレゼンテーションに
ついて講演を
聞きました。
　今後、議員
研修会で学ん
だことを議会
活動に生かし
ていきます。 掛川市議会議員研修会にて

12 月

11 月

1 月
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